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第１章 第９次厚木市総合計画 

 

 総合計画は、本市の将来都市像とまちづくりの目標を明確にし、まちづくりを進め

るための指針となるものです。厚木市自治基本条例に基づく、行政運営を総合的かつ

計画的に進めるための最上位計画として位置付けています。 

 第９次厚木市総合計画は、少子高齢化の進展や人口減少社会の到来、深刻化する環

境問題等の社会・経済環境の変化を踏まえるとともに、中心市街地の活性化や治安対

策、防災・減災対策等の時代の流れに的確に対応し、市民参加・市民協働によるまち

づくりを進めるための計画として策定しました。 

 

１ 計画の構成と期間 

 (1) 基本構想 

   本市が目指す将来都市像と、これを実現するための五つのまちづくりの目標を

定めるものです。 

   計画期間は、平成 21（2009）年度から令和２（2020）年度の 12 年間です。 

 (2) 基本計画 

   基本構想で定めた五つのまちづくりの目標に基づき、施策の方針や施策体系を

定めるものです。 

   第１期基本計画の計画期間は、平成 21（2009）年度から平成 26（2014）年度ま

での６年間。第２期基本計画の計画期間は、平成 27（2015）年度から令和２（2020）

年度までの６年間です。 

 (3) 実施計画 

   基本計画で定めた施策の方針に基づき、具体的な事業を年度別に定めるもので

す。 

   計画期間は、第１期から第４期までの３年間ごとです。 

 

 

 

第９次厚木市総合計画 「あつぎ元気プラン」

基本構想（12年間）
[将来都市像 ・ 五つのまちづくりの目標］

第１期基本計画

（６年間）

第２期基本計画（６年間）

［基本政策別・地域別］

第１期実施計画

（３年間）

第２期実施計画

（３年間）

第３期実施計画

（３年間）

第４期実施計画

（３年間）

2009～2011年度

（H21～H23年度）

2015～2017年度

（H27～H29年度）

2018～2020年度

（H30～Ｒ２年度）

2012～2014年度

（H24～H26年度）

【総合計画の期間】 
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２ 基本構想の概要 

  基本構想は、本市が目指す将来都市像とこれを実現するためのまちづくりの目標

を定めたもので、行政運営を総合的かつ計画的に進めるための最高指針となるもの

です。 

 (1) 将来都市像 

   元気あふれる創造性豊かな協働・交流都市 あつぎ 

 (2) 将来の人口目標 

   令和２年の人口目標 230,000 人 

 (3) まちづくりの目標 

  ア 支え合い、安心していきいきと暮らせる元気なまち 

  イ だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長する元気なまち 

  ウ みんなでつくる、自然環境と共生する元気なまち 

  エ にぎわいあふれる、快適で利便性の高い元気なまち 

  オ 市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営の元気なまち 

 

３ 基本計画の概要 

  基本計画は、基本構想で定めた将来都市像の実現に向け、施策を体系的に明らか

にしたものです。第１期基本計画は五つの基本政策、29 の基本施策を掲げ、第２期

基本計画は五つの基本政策、30 の基本施策を位置付けています。 

 (1) 第１期基本計画の施策体系 

基本政策（５） 分野 基本施策（29） 

Ⅰ 

安心政策 

支え合い、安心

していきいきと

暮らせるまちづ

くり 

１ 福祉 子育て環境の充実 

２ 福祉 高齢者福祉の充実 

３ 福祉 障害者福祉の充実 

４ 保健・医療 健康・長寿社会の実現 

５ 市民生活 地域コミュニティ活動の充実 

６ 市民生活 人権尊重社会の実現 

７ 安心・安全 セーフコミュニティの推進 

８ 安心・安全 快適な生活安全の向上 

９ 防災 総合防災力の充実 

Ⅱ 

成長政策 

だれもが夢をは

ぐくみ、自ら学

び共に成長する

まちづくり 

１ 教育 学校教育の充実 

２ 教育 青少年健全育成の推進 

３ 生涯学習 生涯学習の推進 

４ 文化 文化芸術活動の推進 

５ スポーツ スポーツ環境の充実 

Ⅲ 

共生政策 

み ん な で つ く

る、自然環境と

共生するまちづ

くり 

１ 環境 地球温暖化防止対策の推進 

２ 環境 循環型社会形成の推進 

３ 環境 自然環境との共生 

４ 環境 豊かな生活環境の整備 

５ 河川 河川との共生 
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Ⅳ 

快適政策 

にぎわいあふれ

る、快適で利便

性の高いまちづ

くり 

１ 交通・道路・都市 中心市街地の活性化 

２ 交通・道路・都市 快適生活空間の創出 

３ 産業 企業活動の活性化 

４ 産業 地域特性を活用した観光の振興 

５ 産業 都市農業・林業の振興 

６ 労働 勤労者・求職者への支援 

Ⅴ 

信頼政策 

市民の信頼に応

える、ひらかれ

た行政経営のま

ちづくり 

１ 行政経営 あつぎブランドの創造と発信 

２ 行政経営 市民参加・協働の推進 

３ 行政経営 行財政運営の効率化 

４ 行政経営 都市間連携の推進 

 

(2) 第２期基本計画の施策体系 

基本政策（５） 分野 基本施策（30） 

Ⅰ 

安心政策 

支え合い、安心

していきいきと

暮らせるまちづ

くり 

１ 子育て 安心して子育てできる社会の実現 

２ 福祉 高齢者が生きがいを感じる社会の実現 

３ 福祉 障がい者が生きがいを感じる社会の実現 

４ 保健・医療 健康・長寿社会の実現 

５ 市民生活 多様な市民活動が共存する社会の実現 

６ 市民生活 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現 

７ 安心・安全 
セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会
の実現 

８ 安心・安全 安心・安全の向上に取り組む社会の実現 

９ 防災 命と暮らしを守る社会の実現 

Ⅱ 

成長政策 

だれもが夢をは

ぐくみ、自ら学

び共に成長する

まちづくり 

１ 教育 学校教育の一層充実した社会の実現 

２ 教育 社会教育の一層充実した社会の実現 

３ 生涯学習 
いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の
実現 

４ 文化 文化芸術に親しむことができる社会の実現 

５ スポーツ 誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現 

Ⅲ 

共生政策 

み ん な で つ く

る、自然環境と

共生するまちづ

くり 

１ 環境 地球温暖化防止・低炭素社会の実現 

２ 環境 持続可能な循環型社会の実現 

３ 環境 自然と共生する社会の実現 

４ 環境 豊かな生活環境の実現 

５ 河川 河川と共生する社会の実現 
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Ⅳ 

快適政策 

にぎわいあふれ

る、快適で利便

性の高いまちづ

くり 

１ 都市 活力ある中心市街地の実現 

２ 都市 地域特性をいかした魅力あるまちの実現 

３ 道路・交通 快適生活空間の実現 

４ 産業 企業・商業活動が活発なまちの実現 

５ 産業 新たな戦略による観光のまちの実現 

６ 産業 都市農業・林業をいかした地域産業の実現 

７ 労働 安心して働くことができる社会の実現 

Ⅴ 

信頼政策 

市民の信頼に応

える、ひらかれ

た行政経営のま

ちづくり 

１ 行政経営 あつぎの魅力の創造と発信 

２ 行政経営 市民参加・市民協働の推進 

３ 行政経営 行財政改革の推進 

４ 行政経営 都市間連携の推進 

 

４ 施策評価 

  施策評価は、本市の行政運営を総合的かつ計画的に進めるための最高指針である

第９次厚木市総合計画の目標に対する達成状況などについて検証を行い、より一層

の市民満足度の向上や効果的・効率的な行政運営を推進するほか、施策の達成状況

や今後の方向性を公表し、市民の皆様との共有を図ることにより、透明性の高い信

頼される市政運営を推進することなどを目的に実施しました。 

 

 (1) 第１期基本計画の評価方法 

  第１期基本計画においては、より精度の高い評価を行えるよう、絶えず評価方法

に創意工夫を重ねながら、施策評価を行ってきました。 

 

  ア 平成 22・24 年度施策評価 

    市民満足度調査、代表となる指標及び事務事業評価、さらにベンチマークを

加えた四つの視点から客観的に、将来都市像を見据え、施策の達成度の視点か

ら、次の評価区分で評価しました。 

Ａ 施策の目的が達成されているので継続する 

Ｂ 
施策の目的は、おおむね達成されているが、一層推進に努力する必要
がある 

Ｃ 施策の目的を達成するため、実施方法等を改善する必要がある 

   ※平成 22 年度は、Ｂ評価の内容をより詳細にするため、Ａ・Ｂ＋・Ｂ・Ｃの４

段階で評価しています。 

 

  イ 平成 25・26 年度施策評価 

    実施計画事業指標、代表となる指標、市民満足度及びベンチマークの四つの

視点に基づき、総合的に勘案して、５段階の評価区分で評価しました。 
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   (ｱ) 総合評価区分 

Ａ 
施策の目的達成に向けて、極めて順調に進捗し
ている 

合計点数 

90 点以上 

Ｂ 施策の目的達成に向けて、順調に進捗している 
合計点数 

75 点以上 90 点未満 

Ｃ 
施策の目的達成に向けて、おおむね順調に進捗
している 

合計点数 

60 点以上 75 点未満 

Ｄ 
施策の目的達成に向けて、やや遅れが見られる
ため、一層の取組が必要である 

合計点数 

50 点以上 60 点未満 

Ｅ 
施策の目的達成に向けて、遅れが見られるため、
抜本的な見直しが必要である 

合計点数 

50 点未満 

   

 (ｲ) 指標の点数配分及び解説 

指標 点数配分 解説 

実施計画 
事業指標 

20 点 

各実施計画事業の達成度を表す事業指標の進捗
状況を「極めて順調」、「順調」、「おおむね順調」、
「やや遅れ」、「遅延」の５段階で評価、点数化し、
各基本施策ごとの平均得点を算出した。 

代表となる 
指標 

20 点 

評価対象年度終了時における「代表となる指標」
の実績値を基に、最終目標値（平成 26年度）に向
けた進捗状況を「極めて順調」、「順調」、「おおむ
ね順調」、「やや遅れ」、「遅延」の５段階で評価し、
点数化した。 
※複数の指標が設定されている場合は、平均得点
を算出した。 

市民満足度 

30 点 

評価対象年度の市民満足度調査における満足度
を基に、平成20年度の計画策定時実績値を100と
した場合の指数を求め、「極めて大きく向上して
いる」、「大きく向上している」、「向上している」、
「向上しているが遅れがみられる」、「低下してい
る」の５段階で評価し、点数化した。 

30 点 

評価対象年度の市民満足度調査における満足度
を基に、平成 26 年度の最終目標値を 100 とした
場合の指数を求め、「目標値を極めて大きく上回
る」、「目標値を大きく上回る」、「目標値を上回
る」、「目標値に近付きつつある」、「目標値に向け
て推移している」の５段階で評価し、点数化した。 

小計 60 点 
※複数の指標が設定されている場合は、平均得点
を算出した。 

合計点数 100 点  

ベンチマーク 参考指標 
前年度施策評価を行った際に使用したベンチマ
ークを時点更新した。 

 

  ウ 平成 27 年度施策評価 

    第１期基本計画の施策の達成目標に位置付ける「市民満足度」、「代表となる

指標」及び実施計画事業に設定する「事業指標」に対する評価を行い、施策の

目標達成に向けた進捗状況について、５段階の評価区分で総合的な評価を行い

ました。 
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   (ｱ) 総合評価区分 

評価区分 合計得点 

Ａ 極めて順調に進捗した 90 点以上 

Ｂ 順調に進捗した 75 点以上 90 点未満 

Ｃ おおむね順調に進捗した 60 点以上 75 点未満 

Ｄ 
やや遅れが見られるため、一層の取組が必要で
ある 

50 点以上 60 点未満 

Ｅ 
遅れが見られるため、抜本的な見直しが必要で
ある 

50 点未満 

 

 (ｲ) 指標の点数配分及び解説 

指標 点数配分 解説 

実施計画 
事業指標 

20 点 

各実施計画事業の達成度を表す事業指標の進捗
状況を「極めて順調」、「順調」、「おおむね順調」、
「やや遅れ」、「遅延」の５段階で評価・点数化し、
平均得点を算出した。 

代表となる 
指標 

20 点 

第１期基本計画の施策の達成目標に位置付ける
「代表となる指標」について、実績値を基に、平
成 26 年度最終目標値に向けた進捗状況を「極め
て順調」、「順調」、「おおむね順調」、「やや遅れ」、
「遅延」の５段階で評価・点数化し、平均得点を
算出した。 

市民満足度 

30 点 

第１期基本計画の施策の達成目標に位置付ける
「市民満足度」について、平成 26 年度市民満足度
調査の結果を基に、計画策定時の平成 20 年度実
績値を 100 とした場合の指数を求め、「極めて大
きく向上した」、「大きく向上した」、「向上した」、
「向上したが遅れが見られる」、「低下した」の５
段階で評価し、点数化した。 

30 点 

第１期基本計画の施策の達成目標に位置付ける
「市民満足度」について、平成 26 年度市民満足度
調査の結果を基に、平成 26 年度最終目標値を 100
とした場合の指数を求め、「目標値を極めて大き
く上回った」、「目標値を大きく上回った」、「目標
値を上回った」、「目標値に近付いた」、「目標値に
向けて推移した」の５段階で評価し、点数化した。 

小計 60 点 
一つの基本施策に複数の指標が設定されている
場合は、平均得点を算出した。 

合計点数 100 点  

 

 (2) 第２期基本計画の評価方法 

   第２期基本計画の施策の達成目標に位置付ける「市民満足度」、「代表となる指

標」及び実施計画事業に位置付ける「事業指標」の目標値に対する達成率を点数

化し、各基本施策の総合得点を４段階の評価区分で評価しました。また、厚木市

総合計画審議会からの意見を踏まえ、総合的な評価を行いました。 
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  ア 点数化の方法 

   (ｱ) 市民満足度（配点：50 点） 

第２期基本計画の各基本施策に位置付ける「市民満足度」の評価対象年度の目標値に対
する達成率を点数化する。 

達成率（％）×50 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×50 点＝50 点 
    達成率 50％の場合 50％×50 点＝25 点 
    達成率  0％の場合   0％×50 点＝0 点 

   (ｲ) 代表となる指標（配点：25 点） 

第２期基本計画の各基本施策に位置付ける「代表となる指標」の評価対象年度の目標値に対
する達成率を点数化する。 

達成率（％）×25 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×25 点＝25 点 
    達成率 50％の場合 50％×25 点＝12.5 点 
    達成率  0％の場合   0％×25 点＝0 点 

   (ｳ) 実施計画事業指標（配点：25 点） 

実施計画の各事業に位置付ける指標の評価対象年度の目標値に対する達成率を点数化
する。 

達成率（％）×25 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×25 点＝25 点 
    達成率 50％の場合 50％×25 点＝12.5 点 
    達成率  0％の場合   0％×25 点＝0 点 

 

  イ 総合評価区分 

 

  

総合得点 評価区分 

90 点以上 Ａ 順調 

80 点以上 90 点未満 Ｂ おおむね順調 

60 点以上 80 点未満 Ｃ やや遅れ 

60 点未満 Ｄ 遅延 
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第２章 第９次厚木市総合計画の取組と成果 

 

 本市では、第９次厚木市総合計画に定める将来都市像「元気あふれる創造性豊かな

協働・交流都市 あつぎ」を実現するため、五つのまちづくりの目標を設定し、施策

を推進するとともに、施策の成果を明確にするため、施策の達成目標として市民満足

度及び代表となる指標を設定し、実施計画事業の進捗と合わせて、毎年度、施策評価

を行い、見直しや改善を図ってきました。 

 今回、令和３年 10 月に行った、第９次厚木市総合計画の最終年度である令和２年

度の取組実績を対象とした施策評価結果を踏まえ、第９次厚木市総合計画 12 年間の

取組と成果について、五つのまちづくりの目標別にまとめたものです。 

 なお、令和２年度は、年間を通じて新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた

ため、「代表となる指標」のうち、次の指標については、令和元年度の実績値及び令和

元年度の目標値に対する達成率を記載しています。 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた代表となる指標】 

基本 

政策 
基本施策 代表となる指標 

Ⅰ 

安
心
政
策 

１ 安心して子育てできる社会の実現 療育支援事業の初回面接利用者数 

３ 
障がい者が生きがいを感じる社会

の実現 
障がい者理解啓発事業等の参加者数 

４ 健康・長寿社会の実現 

特定健診の受診率 

長寿健診の受診率 

がん検診の受診率 

５ 
多様な市民活動が共存する社会の

実現 

市内で活動する市民活動団体数 

海外友好都市などとの交流活動等件数 

平和推進事業の参加者数 

６ 
自信と誇りを持てる人権尊重社会

の実現 

人権及び男女共同参画講演会等への 

参加者数 

７ 
セーフコミュニティの推進による

安心・安全な社会の実現 

セーフコミュニティに関する研修会等

参加者数 

９ 命と暮らしを守る社会の実現 
地域防災リーダー等の講習会参加者数 

防災講習会受講者数・震度体験者数 

Ⅱ 

成
長
政
策 

１ 
学校教育の一層充実した社会の 

実現 

全国学力・学習状況調査の全国平均 

正答率との比較【小学校】 

全国学力・学習状況調査の全国平均 

正答率との比較【中学校】 

教職員研修・研究会参加者数 

  



  9  

 

Ⅱ 

成
長
政
策 

２ 
社会教育の一層充実した社会の 

実現 

学級・講座の開催数 

青少年健全育成団体が行った事業の 

参加率 

３ 
いつでも生涯学習に取り組むこと

ができる社会の実現 
生涯学習講座の参加者数 

４ 
文化芸術に親しむことができる 

社会の実現 

文化芸術事業の参加者数 

郷土資料館の利用者数 

５ 
誰もがスポーツに親しむことが 

できる社会の実現 

スポーツ行事の参加者数 

スポーツアカデミー事業の参加者数 

公共スポーツ施設の利用者数 

Ⅲ 

共
生
政
策 

４ 豊かな生活環境の実現 地域美化清掃の実施件数 

Ⅳ 

快
適
政
策 

１ 活力ある中心市街地の実現 

アミューあつぎにおけるあつぎ市民 

交流プラザの利用者数 

中心市街地の歩行者数 

（中心市街地６地点の歩行者数） 

中心市街地の活性化イベント来場者数 

５ 
新たな戦略による観光のまちの 

実現 

年間宿泊客数 

年間観光客数 

６ 
都市農業・林業をいかした地域産業

の実現 
朝市・夕焼け市の来場者数 

Ⅴ 

信
頼
政
策 

４ 都市間連携の推進 国内友好都市などとの交流活動等件数 
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まちづくりの目標１ 

支え合い、安心していきいきと暮らせる元気なまち 

（分野：子育て、福祉、保健・医療、市民生活、安心・安全、防災） 

 市民のだれもが、幸せに暮らすことができるために、人権が尊重され、社会参画ができる

まちづくりを進めるとともに、幅広い交流の中、ふれあい、支え合うことができる地域コミュニ

ティの活性化を図ります。 

 また、子育ての喜びを感じ、高齢者や障がい者等が地域でいきいきと生活し、いつまでも

健康で元気に生活することができる環境を整備します。 

 さらに、防災対策や消防、救急体制などを充実するとともに、犯罪や事故などを発生させ

ない環境を市民との協働で整備し、安心して安全に暮らすことができるまちづくりを推進しま

す。 

 

 

まちづくりの目標１における主要な成果 

 「支え合い、安心していきいきと暮らせる元気なまち」の実現に向け、子育て、福祉、保健・

医療、市民生活、安心・安全、防災の分野における施策を推進してきました。 

 

 子育ての分野に関する施策については、「待機児童ゼロ」を目指し、保育施設等の整備を

促進するとともに、保育士・幼稚園教諭への奨学金返済助成制度等による人材確保を実

施したことや、公立放課後児童クラブの対象を小学３年生から６年生に拡大したことにより、

保育環境の充実を図ることができました。 

また、中学校卒業までの医療費助成や子育て家庭への紙おむつ等の支給、産前・産後

におけるサポートなど、妊娠から子育てまで切れ目のない支援に取り組み、子育てしやすい

環境づくりを推進することができました。 

 

 福祉の分野に関する施策については、高齢者の外出機会を拡大するため、バス割引乗車

券購入費や保養施設利用料の一部助成、85 歳以上の高齢者を対象としたタクシー助成券

の配布等を行い、健康づくりや生きがいづくりを推進することができました。 

また、障がい者に対する支援として、障がい者基幹相談支援センターや障がい者相談支

援センターを設置し、相談支援体制の強化を図ったほか、日常生活用具の給付やガイドヘ

ルパーの派遣、各種福祉手当の支給など、サービスの充実を図ることができました。 

 

 保健・医療の分野に関する施策については、高度な医療を担い、地域の拠点病院となる

「厚木市立病院」を整備し、民間医療機関との連携強化などにより、地域医療環境の充実

を図ることができました。 
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また、「健康度見える化コーナー（未病センターあつぎ）」の設置や各種健診・検診を充実

させることにより、予防医療の拡充を図り、健康寿命の延伸に向けた取組を推進することが

できました。 

 

 市民生活の分野に関する施策については、地域の特性をいかし、活力ある地域づくりを目

指した諸事業を展開する地域づくり推進委員会の支援や、ボランティア相談、ボランティア講

座による市民活動団体への支援などを行い、地域コミュニティ活動の充実を図ることができ

ました。 

また、市民相談や児童虐待・ＤＶ相談、権利擁護支援センターによる相談など、相談・支

援体制の充実を図ることができました。 

 

 安心・安全の分野に関する施策については、地域ぐるみで子どもを見守る「愛の目運動」

の実施を始め、「かけこみポイント」の設置や防犯パトロールの実施、民間交通監視所の設

置など、市民協働で取り組んだ結果、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨する国際認証である

「セーフコミュニティ」の認証を国内で３番目に取得し、安心・安全に暮らせるまちづくりを進

めることができました。 

 

 防災の分野に関する施策については、災害対応機能の向上を図るため、荻野運動公園

に大型防災備蓄倉庫を新設するとともに、一時的な避難所となる公園にトイレ・かまど・収

納機能を有する防災用ベンチを整備したほか、地域での防災・減災活動を強化するため、

自主防災隊の育成・強化や防災講習会及び地震体験車による震度体験の実施、建築物

の倒壊の被害軽減を図る耐震改修補助制度の拡充など、災害に強いまちづくりを推進する

ことができました。 

また、「消防活動用ドローン」の導入や「高度救助隊」の発足、消防活動を支援する「拠

点機能形成車」の運用、医師が救急車に同乗する「派遣型救急ワークステーション事業」

の実施など、消防・救急体制の強化を図ることができました。  

 

 今後も、発生が懸念されている首都直下地震や超大型台風などの災害のほか、事故や

けが、犯罪などにより自らの生命と財産が脅かされることなく、安心・安全に暮らせるまちに

するとともに、地域の中で支え合いながら、自分らしく生き生きと活動でき、誰もが生涯にわ

たって幸せに暮らせるまちづくりを推進していきます。 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 子育て  

基本施策 １ 

安心して子育てできる社会の実現 

子どもが元気で笑顔にあふれ、子育てに誇りと喜びが深められる 

環境を整備します 

施策の 

基本方針 

１ 子育てサービスの充実 

２ 子どもの育つ力を応援 

３ 安心して子どもを産み育てるための支援 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「待機児童ゼロ」を目指し、認可保育所や小規模保育施設の整備を促進 

・全国トップクラスの奨学金返済・転入・復職等奨励助成金制度により保育士を確

保 

・病児・病後児保育事業の充実 

・市内 23 小学校区内全てで公立の放課後児童クラブを運営 

・民間児童クラブへの運営支援 

・幼稚園や認定こども園の受入体制の充実 

・妊産婦の方の相談・支援体制の強化を図るため、産前・産後サポート事業のスタ

ッフを充実 

・第１子出産世帯に、育児等の援助が受けられる「ほっとタイムクーポン券」を配

布 

・子育て中の保護者が一息つけるように、子育てに役立つリフレッシュ講座を実施 

・子ども医療費助成は、所得制限なし・中学校卒業まで（県内トップクラス） 

・子どもがいる家庭に紙おむつ等を自宅まで配送（令和２年度から第１子も対象

として拡充） 

・療育相談センター「まめの木」に子どもの発達について予約なしで気軽に相談で

きる親子サロンを常設 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「子育て環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３５．９％ ５０．０％ ５３．６％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

留守家庭児童クラブの 

入所率 

９３．３％ 

（H20 年度） 

１００．０％ ９１．２％ ９１．２％ 

保育所の入所率 

 

９２．２％ 

（H20 年度） 

１００．０％ ８９．７％ ８９．７％ 

乳幼児健康診査の受診率 

 

８７．７％ 

（H19 年度） 

９０．０％ ９１．４％ １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「子育て環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５３．６％ ６０．０％ ５６．７％ ９４．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

就学前児童の保育施設等 

入所率 

９９．５％ 

（H26 年度） 

１００．０％ ９９．９％ ９９．９％ 

留守家庭児童クラブの 

入所率 

（平成 28 年度から放課後 

児童クラブ） 

９２．６％ 

（H25 年度） 

１００．０％ ８８．９％ ８８．９％ 

療育支援事業の初回面接 

利用者数 

１６６人 

（H25 年度） 

３５０人 ※２９１人 

（R1 年度） 

８３．１％ 

（R1 年度） 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 福祉  

基本施策 ２ 
高齢者が生きがいを感じる社会の実現 

高齢者が安心していきいきと生活できる環境づくりを推進します 

施策の 

基本方針 

１ 高齢者の生きがいづくりの推進 

２ 高齢者福祉サービスの充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「地域包括ケア社会の実現」に向けた普及啓発のため、DVD「厚木市がめざす地域

包括ケア社会」の制作、情報誌「地域包括ケア TIMES」の発行 

・「地域包括支援センター」と「障がい者相談支援センター」の機能連携による相談

支援体制を強化 

・バスの利用が困難と思われる 85 歳以上の高齢者に対し、タクシー助成券を配布 

・老人保養施設等の宿泊、入浴等の利用料金を助成 

・高齢者バス割引乗車券「かなちゃん手形」購入費用の一部助成 

・地域包括支援センターにおける認知症や介護などの悩みごとの相談受付 

・認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワークシステムの運用 

・認知症サポーター養成講座を開催し、認知症への理解と地域の見守り役を育成 

・高齢者がいつまでも健康で元気に生活できるよう介護予防教室を開催 

・奨学金返済・転入・復職等奨励助成金制度や事業所説明会の実施により介護職員

等を確保 

・介護職員等のキャリアアップ及び資格取得のための費用の一部助成 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「高齢者が生きがいのある充実した生活を送れる環境づくりが推進されている」と思う 

市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４０．９％ ５０．０％ ５１．３％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

介護を必要としない高齢者 

の割合 

８８．６％ ８８．５％ ８７．６％ ９９．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「高齢者が安心していきいきと生活できる環境づくりが推進されている」と思う 

市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５１．３％ ５６．０％ ５７．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

前期高齢者のうち元気な 

高齢者の割合 

９６．０％ 

（H26 年度） 

９７．０％ ９６．３％ ９９．３％ 

地域包括支援センターに 

おける相談件数 

２８，２５２件 

（H25 年度） 

４２，０００件 ４８，２４５件 １００．０％ 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 福祉  

基本施策 ３ 

障がい者が生きがいを感じる社会の実現 

障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づくりを 

推進します 

施策の 

基本方針 

１ 障がい者理解の促進 

２ 障がい者の生きがいづくりの推進 

３ 障がい者福祉サービスの充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「障がい者基幹相談支援センター」の設置による相談支援体制の強化 

・市内６か所にある障がい者相談支援センターにおいて、障がい者等へ相談支援を

実施 

・児童発達支援センター「ひよこ園」において、児童発達支援・保育所等訪問支援・

障害児相談支援を実施 

・重度障害者訪問看護支援事業の実施 

・在宅援護、施設利用サービスの提供 

・重度障害児メディカルショートステイ事業の実施 

・障がい者に医療費の一部助成 

・車椅子などの補装具の給付 

・近隣市町村とともに障がい者歯科診療運営事業を実施 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「障害者が健常者と同様に日常生活を送れる環境づくりが推進されている」と思う 

市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３２．１％ ４０．０％ ４３．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

障害者や家族等から受けた

相談のうち、解決又は他機

関への依頼など相談が終了

した割合 

８４．９％ ９２．０％ ９２．９％ １００．０％ 

障害福祉サービス受給者証

交付者のうち、障害者居宅

生活支援サービス利用者の

割合 

８２．３％ ９０．０％ ９０．７％ １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づくりが推進されている」と思う 

市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４３．２％ ５５．０％ ４４．３％ ８０．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

障がい者理解啓発事業等 

の参加者数 

８３０人 

（H25 年度） 

１，４０５人 ※１，２２６人 

（R1 年度） 

８８．２％ 

（R1 年度） 

障がい者基幹相談支援 

センターにおける相談件数 

― 件 

（H27 年度中に開

所予定のため） 

９，１００件 １０，４２５件 １００．０％ 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 保健・医療  

基本施策 ４ 
健康・長寿社会の実現 

生涯現役健康都市を目指します 

施策の 

基本方針 

１ 地域医療環境の充実 

２ 健康づくりの推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・地域の中心的役割を担う「厚木市立病院」を整備 

・保健・医療・福祉の拠点となる「保健福祉センター」を整備 

・24 時間 365 日対応の電話相談と医療機関情報を提供する「あつぎ健康相談ダイ

ヤル 24」を開設 

・看護職・歯科衛生士等に対する「転入奨励助成金」等による人材確保 

・「５歳児健康診査」を実施し、支援を必要とする５歳児を早期に発見 

・「がん検診」における検査項目充実等による予防医療の拡充 

・手軽に継続的な健康状態をチェックできる「健康度見える化コーナー（未病セン

ターあつぎ）」を設置 

・「健康あつぎ推進リーダー」及び「新あつぎ市民健康体操指導員」による健康講座

等の実施 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域医療環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３３．８％ ４０．０％ ６７．０％ １００．０％ 

「予防医療の観点から健康づくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

５６．７％ ６２．０％ ７２．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

一人当たりの医療費 

（国民健康保険ベース） 

２５７，４１９円 

（H19 年度） 

３３９，７００円 ３０８，５７６円 １００．０％ 

特定健康診査の受診率 

（国民健康保険ベース） 

３５．０％ 

（H20年度目標値） 

６５．０％ ３１．３％ ４８．２％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域医療環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６７．０％ ７４．０％ ７２．６％ ９８．１％ 

「予防医療の観点から健康づくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

７２．２％ ７６．０％ ６６．６％ ８７．６％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

厚木市立病院の紹介率 ６０．４％ ７２．０％ ７２．９％ １００．０％ 

厚木市立病院の逆紹介率 ３１．１％ ５０．０％ ６６．６％ １００．０％ 

特定健診の受診率 ３２．０％ ３７．０％ ※３６．１％ 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 

長寿健診の受診率 

 

３６．５％ ４０．９％ ※３９．５％ 

（R1 年度） 

９７．１％ 

（R1 年度） 

がん検診の受診率 

 

２５．７％ ３０．０％ ※２４．５％ 

（R1 年度） 

８３．３％ 

（R1 年度） 



  21  

 

Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 市民生活  

基本施策 ５ 
多様な市民活動が共存する社会の実現 

ふれあい、支え合う地域コミュニティ活動の活性化を図ります 

施策の 

基本方針 

１ 市民活動の充実 

２ 地域福祉活動の推進 

３ 多文化共生社会の実現 

４ 平和な社会の実現 

５ 国際交流の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・活力ある地域づくりを目指した諸事業を展開する 15 地区地域づくり推進委員会

の活動を支援 

・ボランティア相談、ボランティア講座の実施 

・介護・福祉・子育てなど幅広い悩みの解決に向けたサポートをする「民生委員・

児童委員」への活動支援 

・地域福祉活動を支援する「地域福祉コーディネーター」の配置 

・海外友好都市との交流事業の実施 

・日本語教室やインターナショナルティーサロンの開催 

・平和のための展示会など平和推進事業を実施 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ａ Ｂ Ｂ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域コミュニティ活動が行われている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４６．４％ ６０．０％ ５３．０％ ８８．３％ 

「多文化共生社会・平和な社会の実現が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２６．１％ ３６．０％ ４２．０％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

市内で活動するボランティア 

団体数 

１２０団体 １３２団体 １７２団体 １００．０％ 

地域福祉推進委員会事業 

への参加者数 

４９，４４２人 ５７，２５０人 ９６，９３０人 １００．０％ 

国際交流イベント等への 

参加者数 

４００人 ５００人 ３３３人 ６６．６％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域コミュニティ活動が行われている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５３．０％ ６１．０％ ５０．８％ ８３．３％ 

「多文化共生社会・平和な社会の実現が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４２．０％ ５５．０％ ４０．５％ ７３．６％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

市内で活動する市民活動 

団体数 

１７２団体 

（H25 年度） 

１９５団体 ※１７３団体 

（R1 年度） 

９０．１％ 

（R1 年度） 

海外友好都市などとの 

交流活動等件数 

２２件 

（H25 年度） 

２７件 ※１５件 

（R1 年度） 

５７．７％ 

（R1 年度） 

平和推進事業の参加者数 ４００人 

（H24.25 年度の平均値） 

７００人 ※５２２人 

（R1 年度） 

７７．９％ 

（R1 年度） 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 市民生活  

基本施策 ６ 

自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現 

互いの人権を尊重し、いきいきと個性や能力を発揮できる社会を 

つくります 

施策の 

基本方針 

１ 相談・支援体制の充実 

２ 人権意識の高揚 

３ 男女共同参画の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・成年後見制度と虐待防止の業務を併せ持つ「権利擁護支援センター」の設置（県

内初） 

・「権利擁護支援センター」を権利擁護支援の地域連携ネットワークの中核機関と

位置付け、総合的な成年後見制度の利用促進等を実施（県内トップクラス） 

・「権利擁護支援センター」による高齢者、障がい者の虐待対策の実施 

・人権擁護委員による人権相談 

・人権講座「ヒューマンカレッジ」の開催など、積極的な啓発活動を実施 

・女性相談員による一般相談 

・専門職によるきめ細かな児童虐待対策の実施 

・ＤＶ被害者の相談や自立支援など、「ＤＶ対策」の実施 

・「男女共同参画社会の実現」に向けた情報誌の発行や各種講座等の開催 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「人権尊重のまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２７．３％ ３５．０％ ４１．６％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

人権及び男女共同参画 

講演会等への参加者数 

２，１８８人 ２，４００人 １，６７１人 ６９．６％ 

児童虐待に関する相談件数 １７９件 ５４件 １５３件 ３５．３％ 

高齢者虐待相談件数 ２０件 ３０件 ４０件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「人権尊重のまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４１．６％ ５５．０％ ４２．２％ ７６．７％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

権利擁護支援センターに 

おける相談件数 

１０２件 

（H26年度予測値） 

１６０件 ８２６件 １００．０％ 

人権及び男女共同参画 

講演会等への参加者数 

１，３００人 

（H25 年度） 

１，６００人 ※２，０２３人 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 安心・安全  

基本施策 ７ 
セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会の実現 

安心・安全に暮らせる魅力的な地域社会をつくります 

施策の 

基本方針 
１ 

セーフコミュニティの認証指標やセーフコミュニティ推進条例に

基づく取組の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・市民協働で「安心・安全なまちづくり」に取り組み、「セーフコミュニティ」の認

証を取得 

・アジア地域の安心・安全に関する専門家などが集まる国際会議「アジア地域セー

フコミュニティ会議厚木大会」を開催 

・国内初となる「セーフコミュニティ推進条例」を制定 

・地域における防犯、防災、セーフコミュニティの講演会開催、地域安全マップの

作成などの活動を支援 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ａ － Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「事故やけがなどがない健康で安心・安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市

民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３７．２％ ６０．０％ ５２．６％ ８７．７％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

外傷件数 １００，００７件 ９２，４００件 ７５，８０２件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「事故やけがなどがない健康で安心・安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市

民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５２．６％ ６３．０％ ５７．１％ ９０．６％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

セーフコミュニティに関する 

研修会等参加者数 

３００人 

（H26年度予測値） 

１，３２０人 ※１，４８５人 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 

外傷人数 ２２，５８４人 

（H26 年度） 

２１，６６０人 ２４，９６９人 ８６．７％ 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 安心・安全  

基本施策 ８ 
安心・安全の向上に取り組む社会の実現 

誰もが安心して安全に暮らせるまちをつくります 

施策の 

基本方針 

１ 地域防犯活動の推進 

２ 交通安全・放置自転車対策の強化 

３ 市民生活の安定と向上 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・迷惑電話防止機能付き電話機などの購入費を一部補助 

・厚木警察署、関係団体と連携した交通安全啓発活動を実施 

・本厚木駅周辺や通学路などに「防犯カメラ」を設置 

・客引き行為等指導員や地元自治会等による「本厚木駅周辺のパトロール」の実施 

・幼児、小・中学生、高校生、高齢者を対象に自転車ヘルメットの購入費の一部

助成 

・スケアード・ストレイト教育技法（プロのスタントマンが事故を再現）による

自転車安全教室を実施 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「安心して安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４５．５％ ５４．０％ ６６．０％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

刑法犯認知件数 ４，２２４件 

（H20 年） 

３，５９０件 

※H26 年 

２，３９４件 １００．０％ 

消費生活苦情相談件数 １，６６６件 

（H19 年度） 

１，１５０件 １，３７７件 ８３．５％ 

交通事故発生件数 １，８９９件 

（H19 年） 

１，５００件 

※H26 年 

１，０７５件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「安心して安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６６．０％ ７１．０％ ６６．９％ ９４．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

刑法犯認知件数 ２，６２２件 

（H25 年） 

２，０００件 

※R2 年 

１，０５４件 １００．０％ 

交通事故発生件数 １，１６７件 

（H25 年） 

７７０件 

※R2 年 

７０６件 １００．０％ 

消費生活に関する講演会、 

講座参加者数及び移動 

番屋での啓発者数 

６，７５８人 

（H25 年度） 

７，７６３人 ７，７７７人 １００．０％ 
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Ⅰ 安心政策 支え合い、安心していきいきと暮らせるまちづくり 

 

分 野 防災  

基本施策 ９ 

命と暮らしを守る社会の実現 

市民・地域・行政が一体となった災害に強いまちづくりを推進しま

す。 

施策の 

基本方針 

１ 地域防災組織の強化 

２ 災害対応力の充実 

３ 消防力の充実・強化 

４ 救急体制の充実 

５ 防火対策の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・県内初の「市民協働による地区別防災マップ」の作成 

・災害種別ごとの対応方法をまとめた「防災ポケットブック」の全戸配布 

・荻野運動公園に「大型防災備蓄倉庫」を新設 

・一時的な避難場所となる公園にトイレ等の機能を有する防災用ベンチを整備 

・崩落対策工事対象外地域における「急傾斜地安全対策工事」に対する補助を実施 

・救急車に医師が同乗する派遣型救急ワークステーション事業の実施 

・県内初の「消防活動用ドローン」を導入 

・県央地区初の「高度救助隊」を発足 

・県内初、消防活動を支援する「拠点機能形成車」を運用 

・聴覚や言語の障がいにより会話に不自由な方でも通報を行うことができる

NET119緊急通報システムの導入 

・木造住宅の耐震化促進のため、耐震相談会の実施と耐震改修補助制度の拡充 

・沿道建築物の耐震化の補助制度を創設し、耐震診断費の補助を実施 

・準用河川水位観測施設監視カメラの設置 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「災害に強いまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４４．２％ ６５．０％ ６５．９％ １００．０％ 

「消防・救急体制が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

６０．２％ ６６．０％ ６９．５％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

防災講習会受講者数・ 
震度体験者数 

４，４００人 
（H20 年度） 
※12 月までの実
績に基づく予測値 

５，３００人 ７，２１１人 １００．０％ 

普通救命講習会受講者数 ２，１２２人 
（H19 年度） 

２，７００人 ２，７４１人 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「災害に強いまちづくりが推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６５．９％ ７５．０％ ６５．１％ ８６．８％ 

「消防・救急体制が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６９．５％ ７４．０％ ７１．２％ ９６．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

地域防災リーダー等の 
講習会参加者数 

１，２００人 １，５００人 ※９８３人 
（R1 年度） 

６７．８％ 
（R1 年度） 

防災講習会受講者数・ 
震度体験者数 

７，８１９人 ８，８００人 ※５，４８６人 
（R1 年度） 

６３．４％ 
（R1 年度） 

災害応急対策等に関する 
協定の締結数 

９９件 １２５件 １２４件 ９９．２％ 

普通救命講習会受講者数 
（累計） 

１２，４７０人 ３０，０００人 ２９，０５７人 ９６．９％ 

出火率 
（人口１万人当たりの出火件
数） 

２．９件 ２．３件 ２．７件 ８５．２％ 
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まちづくりの目標２ 

だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長する元気なまち 

（分野：教育、生涯学習、文化、スポーツ） 

 市民のだれもが、希望を持って暮らすことができるために、子どもの生きる力をはぐくむ学

校教育や地域全体で未来を創る心豊かな人づくりを推進します。 

 また、市民による多様な学習活動や文化芸術活動を支援するとともに、だれもが気軽に

スポーツを楽しむことができる環境の整備・充実を図ります。 

 

 

まちづくりの目標２における主要な成果 

「だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長する元気なまち」の実現に向け、教育、生涯

学習、文化、スポーツの分野における施策を推進してきました。 

 

 教育の分野に関する施策については、より一層の教育環境の充実による「教育環境日本

一」を目指し、「学力ステップアップ支援員」による学習の支援や「英語によるコミュニケーシ

ョン能力」を高めるための外国人指導助手（ＡＬＴ）の配置、児童・生徒１人１台のタブレット

型端末の整備など、「確かな学力」の向上を図る取組のほか、普通教室への冷暖房設備の

設置や校舎のトイレ改修など、安心して安全に学校生活を送ることができる快適な教育環

境づくりを推進することができました。 

また、公民館において市民の学習ニーズに応える学級・講座や文化芸術活動、スポーツ

を通じた地域交流などのほか、教育の原点である家庭教育の充実に向けた支援などを行

い、未来を創る心豊かな人づくりを推進することができました。 

 

 生涯学習の分野に関する施策については、ライフスタイルや価値観の変化による学習ニ

ーズの多様化に応えるため、市内５大学や企業との協働による「あつぎ協働大学」の開設の

ほか、市民が講師となって講座を企画・運営する「輝き厚木塾」の開催、読書環境の充実

を図るための「予約資料搬送サービス」や「公民館図書室のオンライン・ネットワーク化」など

を実施し、様々な学習環境を提供することができました。 

 

 文化の分野に関する施策については、文化芸術活動の充実に向け、市民協働による「市

民芸術祭」や「市民文化祭」等の開催、伝統文化や伝統芸能を保存・伝承するための「郷

土芸能まつり」、「郷土芸能学校」などの実施のほか、郷土文化の新たな活動拠点及び文

化財資料の収蔵等の機能を担う「あつぎ郷土博物館」を整備し、文化芸術環境の充実を

図ることができました。 
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 スポーツの分野に関する施策については、誰もがスポーツに親しめる環境の充実に向け、

ニュースポーツを気軽に体験できる「スポーツなじみＤＡＹ」や「日本体育大学」との連携に

よる体力向上・健康増進のための運動教室、将来のトップアスリートを育成する「あつぎスポ

ーツアカデミー」等を実施し、スポーツ・レクリエーション活動の普及を図ったほか、「荻野運

動公園」の競技場及び体育館のリニューアル、体育施設やスポーツ広場等の改修を行い、

より一層のスポーツ振興を図ることができました。 

 

 今後も、未来を担う子どもたちが、伸び伸びと健やかに育つことができるよう、一人一人の

感性や特長を伸ばし、夢や希望がかなえられるまちにするとともに、誰もが自由に学び自己

実現に向け、前向きに取り組めるまちづくりを推進していきます。 
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Ⅱ 成長政策 だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長するまちづくり 

 

分 野 教育  

基本施策 １ 
学校教育の一層充実した社会の実現 

子どもの生きる力を育む学校教育の充実を図ります 

施策の 

基本方針 

１ 「確かな学力」を身に付ける教育の推進 

２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 

３ 課題やニーズに対応した信頼される学校づくりの推進 

４ 安心・安全で快適な教育環境の整備・充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「コミュニティ・スクール」を全市立小・中学校に展開し、学校と地域の協働を促進 

・児童・生徒１人１台のタブレット型端末の整備など、学校の ICT 化を推進 

・小・中学校普通教室に「冷暖房設備」を設置 

・小・中学校で校舎のトイレ改修 

・「学力ステップアップ支援員」による学習の支援や「英語によるコミュニケーショ

ン能力」を高める教育の推進 

・中学校での「少人数指導」の推進 

・部活動の顧問教員の負担軽減等による「教職員の働き方改革」の推進 

・小学校低学年における「35 人以下の学級編成」など、「少人数指導」や「教科担

任制」を推進 

・防犯ブザーの配布等、「児童・生徒の登下校時の安全」を確保 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「学校教育が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３３．１％ ５０．０％ ５２．１％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

厚木市学力・学習状

況調査における全国

平均正答率との比

較 

小学校 
-４．４ポイント +２．０ポイント -１．７ポイント ０．０％ 

中学校 
-３．１ポイント +２．０ポイント +０．９ポイント ４５．０％ 

厚木市学力・学習状

況調査における学校

生活に対する児童・

生徒の満足度 

小学校 
８１．６％ ９０．０％ ８６．４％ ９６．０％ 

中学校 
６４．０％ ８０．０％ ８２．５％ １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「学校教育が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５２．１％ ５８．０％ ４９．４％ ８５．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

全国学力・学習状況

調査の全国平均正

答率との比較 

小学校 
-３．３ポイント 

（H26 年度） 

+２．０ポイント ※-３．７ポイント 

（R1 年度） 

９２．０％ 

（R1 年度） 

中学校 
-２．０ポイント 

（H26 年度） 

+１．５ポイント ※-１．５ポイント 

（R1 年度） 

９５．７％ 

（R1 年度） 

教育相談終結率 

（継続相談ケースのみ） 

５６．９％ 

（H25 年度） 

６０．０％ ５８．７％ ９７．８％ 

教職員研修・研究会 

参加者数 

１，９００人 

（H26年度予測値） 

２，６００人 ※２，５８５人 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 

学校施設整備の進捗率 ５０．０％ 

（H25 年度） 

１００．０％ ９７．５％ ９７．５％ 
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Ⅱ 成長政策 だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長するまちづくり 

 

分 野 教育  

基本施策 ２ 
社会教育の一層充実した社会の実現 

未来を創る心豊かな人づくりを推進します 

施策の 

基本方針 

１ 社会教育の充実 

２ 家庭教育への支援 

３ 青少年の健全育成 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・生涯学習や地域コミュニティ活動の拠点施設として「荻野公民館」及び「厚木南

公民館」を新築移転 

・各地区公民館において、市民の学習ニーズに応える学級・講座や文化芸術活動、

スポーツを通じた地域交流などの事業を実施 

・教育の原点である家庭教育の充実を図るため、幼稚園保護者会、小中学校 PTA 等

による家庭教育学級の開設を支援 

・様々な団体が連携し、地域全体で家庭教育を支援する「地域ぐるみ家庭教育支援

事業」を実施 

・子ども科学館プラネタリウムに日本最高レベルの投影機を導入 

・友好都市の網走市・横手市と、市内小学生による「自然文化体験研修」を実施 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｃ Ａ Ａ Ａ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「青少年の健全育成が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２５．５％ ３１．０％ ４２．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

青少年健全育成団体が 

行った事業の参加率 

４７．９％ 

（H19 年度） 

５０．０％ ６２．１％ １００．０％ 

家庭教育学級が開設された 

団体の数 

５１団体 

（H20 年度） 

５４団体 ５４団体 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「社会教育が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５３．９％ ６４．０％ ４８．２％ ７５．３％ 

「青少年の健全育成が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４２．９％ ５５．０％ ４３．２％ ７８．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

学級・講座の開催数 ２１１講座 

（H25 年度） 

２２８講座 ※２２８講座 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 

家庭教育支援事業に参加 

した保護者の家庭教育への 

有効度 

８０．０％ 

（H26年度予測値） 

９６．０％ ９６．７％ １００．０％ 

青少年健全育成団体が 

行った事業の参加率 

５４．５％ 

（H25 年度） 

６０．０％ ※４５．７％ 

（R1 年度） 

７６．７％ 

（R1 年度） 
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Ⅱ 成長政策 だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長するまちづくり 

 

分 野 生涯教育  

基本施策 ３ 
いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の実現 

自立・協働による生涯学習社会の実現を目指します 

施策の 

基本方針 
１ 生涯学習環境の充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・市内５大学や企業との協働により、大学の特色をいかした講座及び企業の技術や

取組を学ぶ講座を実施する「あつぎ協働大学」を開設 

・市民が講師となって、自主的に講座の企画・運営を行う「輝き厚木塾」の開催 

・あつぎ市民交流プラザ等での生涯学習活動の推進 

・予約資料搬送サービスの実施や、公民館図書室と中央図書館をオンライン・ネッ

トワークで結ぶことにより、身近な公民館等での図書館サービスを提供 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民の学習活動が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４９．３％ ６０．０％ ５１．２％ ８５．３％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

生涯学習講座実施数 ８４８件 ９２０件 ９３６件 １００．０％ 

生涯学習講座参加者数 ７４，８２９人 ７５，６００人 ８２，８８４人 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「生涯学習活動が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５１．２％ ５７．０％ ４６．４％ ８１．４％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

生涯学習講座の参加者数 ３，７２７人 ４，９００人 ※４，５９１人 

（R1 年度） 

９６．７％ 

（R1 年度） 

図書館の登録者数 １３８，９８８人 １６３，０００人 １６０，４５２人 ９８．４％ 
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Ⅱ 成長政策 だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長するまちづくり 

 

分 野 文化  

基本施策 ４ 
文化芸術に親しむことができる社会の実現 

人・まち・自然が響き合う文化芸術環境の充実を図ります 

施策の 

基本方針 

１ 文化芸術活動の推進 

２ 郷土文化の継承と発展 

３ 郷土文化を育む拠点の充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・郷土文化の新たな活動拠点及び文化財資料の収蔵等の機能を担う「あつぎ郷土博

物館」を整備 

・あつぎ市民交流プラザ等での文化芸術活動の推進 

・「市民芸術文化祭（市民芸術祭、市民文化祭、野外彫刻造形展、あつぎミュージ

ックフェスティバル）」を市民との協働により開催 

・映像文化に触れる機会を創出するため、市民との協働による「あつぎ映画祭」を

開催 

・郷土芸能の保存伝承と後継者育成を支援 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民の文化芸術活動が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

４７．２％ ５２．０％ ５４．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

文化芸術事業の参加者数 ２，０７９人 

（H20 年度） 

２，１７０人 ３，９６９人 １００．０％ 

郷土資料館来館者数 ９，０００人 

（H19 年度） 

１０，０００人 １４，２８９人 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「文化芸術活動が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５４．９％ ６０．０％ ５１．１％ ８５．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

文化芸術事業の参加者数 ２，７００人 ４，９００人 ※４，７２９人 

（R1 年度） 

９７．５％ 

（R1 年度） 

郷土資料館の利用者数 １３，１０９人 ４０，０００人 ※３６，５８６人 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 
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Ⅱ 成長政策 だれもが夢をはぐくみ、自ら学び共に成長するまちづくり 

 

分 野 スポーツ  

基本施策 ５ 
誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現 

誰もが気軽にスポーツができる環境の充実を図ります 

施策の 

基本方針 

１ 生涯スポーツ活動の推進 

２ 競技スポーツ活動の推進 

３ スポーツ施設の整備・充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「荻野運動公園競技場」のスタジアム、フィールド、トラックをリニューアル 

・「荻野運動公園体育館」に冷暖房空調設備を導入 

・「あつぎスポーツアカデミー」事業による、将来のトップアスリートを目指すジュ

ニアの育成や指導者の育成 

・「日本体育大学」と連携し、体力向上や健康増進のための運動教室等を実施 

・ニュースポーツを気軽に体験できる「スポーツなじみＤＡＹ」の開催 

・国際大会や全国大会等へ出場する市民を支援 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ａ － Ａ Ａ Ｂ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「スポーツ活動の環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

５０．７％ ５３．０％ ５９．６％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

スポーツ行事の参加者数 １４，９０１人 １５，５００人 １９，１４１人 １００．０％ 

公共スポーツ施設の 

利用者数 

１５５．２万人 １６１．６万人 １６０．９万人 ９９．６％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「スポーツ活動の環境が充実している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５９．６％ ６８．０％ ５３．６％ ７８．８％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

スポーツ行事の参加者数 １７，５８０人 

（H21～25 年度の平均値） 

１８，３００人 ※１５，７５２人 

（R1 年度） 

８６．５％ 

（R1 年度） 

スポーツアカデミー事業の 

参加者数 

７００人 

（H26年度予測値） 

１，５００人 ※１，３１６人 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 

公共スポーツ施設の 

利用者数 

１６０．０万人 

（H25 年度） 

１６７．１万人 ※１５２．９万人 

（R1 年度） 

９２．０％ 

（R1 年度） 
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まちづくりの目標３ 

みんなでつくる、自然環境と共生する元気なまち 

（分野：環境、河川） 

 市民のだれもが、豊かな自然の恩恵を享受し、うるおいのある生活を送ることができるため

に、地球環境への負荷が少ない地域社会の実現に向け、省エネルギーやリサイクルなどの

取組を強化し、地球温暖化防止や循環型社会の形成を推進します。 

 また、地域の豊かな自然や恵まれた河川の保全と活用する取組を推進し、自然と調和し

た生活環境を整備します。 

 

 

まちづくりの目標３における主要な成果 

 「みんなでつくる、自然環境と共生する元気なまち」の実現に向け、環境及び河川の分野

における施策を推進してきました。 

 

 環境の分野に関する施策については、地球温暖化防止・低炭素社会の実現に向け、住

宅用太陽光発電システムや住宅用蓄電池システム等の「スマートエネルギー設備」の設置

補助をするとともに、公共施設への太陽光発電の設置など、温室効果ガスの排出抑制を図

る取組を進めることができました。 

 また、環境に配慮した循環型社会を目指し、「ごみ減量化・資源化新システム」の導入に

よる容器包装プラスチックの資源化や家庭用生ごみ処理機購入費の補助などにより、ごみ

の減量化・資源化の推進を図ることができました。 

 さらに、自然との共生に向けた「生物多様性」や「里地里山」の保全・活用、自然体験活

動の新たな拠点となる「あつぎこどもの森公園」の整備のほか、市民・事業者・行政の協働

による「ポイ捨て等防止キャンペーン」や「地域美化清掃」を実施し、緑豊かで美しい環境づ

くりを進めることができました。 

 

 河川の分野に関する施策については、豊かな河川環境の保全・活用に向け、相模川ロー

ズガーデンなど「水辺の親水空間」の整備や親水広場を活用した小学生による「環境学習」

の実施のほか、準用河川恩曽川における自然石や水生植物の浄化機能を活用した多自

然河床を整備し、市民に親しみやすい自然をいかした河川環境づくりを進めることができま

した。 

 

 今後も、先人から受け継いだ自然の恵みをいつまでも享受できるよう、里山・緑地・農地の

保全と利活用を図り、自然と調和のとれたまちにするとともに、より一層の地球温暖化対策

を進め、環境負荷の少ない持続可能なまちづくりを推進することができました。 
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Ⅲ 共生政策 みんなでつくる、自然環境と共生するまちづくり 

 

分 野 環境  

基本施策 １ 
地球温暖化防止・低炭素社会の実現 

温暖化防止など、環境への負荷を減らすための取組を推進します 

施策の 

基本方針 

１ 温室効果ガスの排出抑制 

２ 再生可能エネルギーをいかしたまちづくり 

３ 環境教育の普及及び環境問題の意識啓発 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・ソーラーシェアリングの設置者に対する費用の補助等により「再生可能エネルギ

ー導入」を推進 

・「再生可能エネルギー導入」の促進 

・家庭用蓄電池など「スマートエネルギー設備導入」の促進 

・公共施設への太陽光発電システムの導入 

・国際的な環境教育プログラムである「エコスクール（グリーンフラッグ取得）」の

推進 

・メガソーラーから公共施設へ電力供給を行う電力地産地消の取組をスタート 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「地球温暖化防止に向けた取組が進んでいる」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２５．１％ ５０．０％ ４７．４％ ９４．８％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

新エネルギー導入件数 

（太陽光発電システム） 

１０９件 １５０件 ２６１件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「地球温暖化防止に向け、再生可能エネルギーの導入等の取組が進んでいる」と思う市民

の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４７．４％ ６０．０％ ４２．９％ ７１．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

市域における太陽光発電 

出力値 

１８．２ＭＷ ２５．０ＭＷ ３６．３ＭＷ １００．０％ 

エコスクール取組校数 ４校 ８校 ６校 ７５．０％ 
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Ⅲ 共生政策 みんなでつくる、自然環境と共生するまちづくり 

 

分 野 環境  

基本施策 ２ 
持続可能な循環型社会の実現 

環境に配慮した循環型社会を目指します 

施策の 

基本方針 

１ ごみの減量化・資源化の推進 

２ 廃棄物処理施設の整備促進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・モデル地区での戸別収集の推進等による「ごみの減量化・資源化」を推進 

・「せん定枝等の資源化」の実施及び堆肥の無料配布 

・「廃食用油の資源化」の実施 

・事業系ごみの内容物検査による減量化・資源化の推進 

・家庭用生ごみ処理機購入費の補助を実施 

・「100％プラスチック製品の資源化」をモデル地区で実施 

・学校給食における「食品廃棄物の減量化・資源化」を実施 

・厚木市愛甲環境施設組合による新たなごみ中間処理施設の整備を支援 

・環境センターを適正かつ安定した施設とするため施設改修を実施 

・ふれあいプラザの再整備に着手 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「資源とごみの分別の取組が進んでいる」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

６６．５％ ８５．０％ ８１．１％ ９５．４％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

ごみの資源化率 １５％ ３５％ ２５％ ７１．４％ 

事業系ごみの適正処理の 

割合 

２７．２％ ４５．０％ ４７．４％ １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「資源とごみの分別の取組が進んでいる」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

８１．１％ ９０．０％ ８１．９％ ９１．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

家庭から出るごみの 

資源化率 

３４．０％ 

（H25 年度） 

４０．０％ ３３．６％ ８４．０％ 

一人一日当たりの 

家庭系ごみの排出量 

６９６ｇ 

（H25 年度） 

６３２ｇ ６６５ｇ ９５．０％ 

事業系ごみの適正処理 

割合 

４５．０％ 

（H25 年度） 

５０．０％ ５６．５％ １００．０％ 

ごみの中間処理施設の 

整備進捗率 

※令和７年度に 100％ 

－ 

（H26 年度から施設整備

基本計画を策定してい

るため） 

７５．０％ ７５．０％ １００．０％ 
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Ⅲ 共生政策 みんなでつくる、自然環境と共生するまちづくり 

 

分 野 環境  

基本施策 ３ 
自然と共生する社会の実現 

自然の恵みを大切にし、活用する取組を推進します 

施策の 

基本方針 

１ 多様な自然環境の保全と活用 

２ 森林再生の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・生物多様性あつぎ戦略の策定や里地里山保全等促進条例の制定による、「生物の

多様性」や「里地里山」の保全促進 

・里地里山での「農作業等体験学習」の実施 

・小・中学校と連携した外来生物の駆除作業 

・森林整備による雑木林の復元 

・草刈りや落ち葉かきなどによる「ヤマビル対策」の実施 

・緑地保全、保護地区等への支援 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ａ － Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「自然環境の保全と活用が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３７．６％ ５０．０％ ５４．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

自然共生事業参加者数 ２，０３４人 

（H20 年度） 

※12 月までの実

績に基づく予測値 

２，７００人 ２，３２８人 ８６．２％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「自然環境の保全と活用が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５４．２％ ５８．０％ ５５．４％ ９５．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

認定里地里山活動団体 

会員数 

－ 

（H2７年度から認定開

始予定のため） 

２１０人 １８９人 ９０．０％ 

地域水源林整備面積 

（累計） 

５８ha 

（H25 年度） 

１２９ha １１７ｈａ ９０．７％ 
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Ⅲ 共生政策 みんなでつくる、自然環境と共生するまちづくり 

 

分 野 環境  

基本施策 ４ 
豊かな生活環境の実現 

緑豊かで美しい生活環境を整備します 

施策の 

基本方針 

１ 緑豊かな公園緑地の整備・改修 

２ 環境美化の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・自然体験活動の新たな拠点となる「あつぎこどもの森公園」を整備 

・県内初の「全て」の「公園灯の LED 化」の実現 

・老朽化する「公園の遊具」などをリニューアル 

・「コミュニティパーク」など身近に親しめる公園の整備・改修 

・あらゆる世代が安心・安全に利用できる公園として、「あさひ公園」をリニューア

ル 

・公園等の花壇に草花を植え、育成管理する団体の活動を支援 

・路上喫煙・ポイ捨て防止キャンペーンの実施 

・「不法投棄防止」に向け、監視カメラ・看板の設置やパトロールの実施 

・市民協働による「落書きをさせないまちづくり」の取組を推進 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ａ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「身近に公園などがあり、生活環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

５０．１％ ５６．０％ ６７．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

市民一人当たりの公園面積 ７．６６㎡/人 

（H20 年度） 

７．７０㎡/人 ７．７１㎡/人 １００．０％ 

環境美化活動への 

参加者数 

６５，６０６人 

（H19 年度） 

７３，０００人 ７０，３９１人 ９６．４％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６７．２％ ７５．０％ ７２．８％ ９７．１％ 

「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保たれている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６９．９％ ７５．０％ ７２．６％ ９６．８％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

市民一人当たりの公園及び 

緑地面積 

７．７２㎡/人 ８．１０㎡/人 ８．１７㎡/人 １００．０％ 

地域美化清掃の実施件数 ２０９件 ２５２件 ※２４３件 

（R1 年度） 

９９．２％ 

（R1 年度） 
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Ⅲ 共生政策 みんなでつくる、自然環境と共生するまちづくり 

 

分 野 河川  

基本施策 ５ 
河川と共生する社会の実現 

「川のまち厚木」の豊かな河川環境を保全・活用します 

施策の 

基本方針 

１ 良好な河川環境の保全・再生 

２ 親しみやすい河川環境の整備 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・準用河川恩曽川において、自然石や水生植物の浄化機能を利用した多自然河床を

整備 

・相模川ローズガーデンなど「水辺の親水空間」の整備 

・親水広場を活用した小学生による「環境学習」の実施 

・生活排水等による水道原水の汚濁を防止し、水質の保全を図るため、「合併処理浄

化槽」の設置費用に助成 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「河川に親しむ環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３５．１％ ４１．０％ ５５．１％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

親水広場面積 １３，９００㎡ 

（５箇所） 

（H20 年度） 

２７，５００㎡ 

（10 箇所） 

２８，２００㎡ 

（９箇所） 

１００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「河川に親しむ環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５５．１％ ６１．０％ ５８．５％ ９５．９％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

谷戸水辺再生箇所数 

（累計） 

１か所 

（H26年度予測値） 

４か所 ４か所 １００．０％ 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要

求量）の環境基準達成率 

８９．３％ 

（H25 年度） 

９６．０％ ８９．３％ ９３．０％ 

多自然川づくり整備面積 

（累計） 

６２，０００㎡ 

（H25 年度） 

８１，０００㎡ ８０，０００㎡ ９８．８％ 
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まちづくりの目標４ 

にぎわいあふれる、快適で利便性の高い元気なまち 

（分野：都市、道路・交通、産業、労働） 

 市民のだれもが、快適で利便性の高い生活を送ることができるために、暮らしやすい都市

基盤の整備や商工業の活性化、産業の集積を促進するとともに、地域の特性をいかした観

光や農林業を振興します。 

 また、中心市街地の活性化や安全で移動性の高い交通環境の整備・充実を図るととも

に、労働環境の向上を図ります。 

 

 

まちづくりの目標４における主要な成果 

 「にぎわいあふれる、快適で利便性の高い元気なまち」の実現に向け、都市、道路・交通、

産業、労働の分野における施策を推進してきました。 

 

 都市の分野に関する施策については、中心市街地の魅力や利便性の向上に向け、商

業・子育て・貸館のフロアからなる官民複合施設「アミューあつぎ」の整備や、本厚木駅南

口に「駅前広場や再開発ビル」の整備による交通結節点の機能強化のほか、中心市街地

の活性化とにぎわいを創出するため、「あつぎ国際大道芸」や「あつぎジャズナイト」等の魅

力あるイベントを開催し、歩いて楽しいまちづくりを進めることができました。 

 また、地域の特性をいかしたまちづくりを進めるため、森の里東地区及び酒井地区におけ

る「土地区画整理事業」を推進し、都市機能の充実や企業誘致を促進するとともに、厚木

市都市計画マスタープラン、厚木市交通マスタープラン及び厚木市コンパクト・プラス・ネット

ワーク推進計画を策定することができました。 

 

 道路・交通の分野に関する施策については、暮らしやすい快適な生活環境の実現に向

け、地域住民の生活に悪影響を及ぼす「空き家」の解消に向けた補助の実施や、「厚木ＰＡ

スマートインターチェンジ」の整備による地域経済の活性化のほか、地域に必要な移動手段

を確保する「コミュニティ交通」の導入に向けた実証実験の実施などを行い、利便性の高い

まちづくりを推進することができました。 

また、本厚木駅周辺の浸水被害を軽減するため、あさひ公園地下に「雨水貯留施設」の

整備や全ての道路街路灯をＬＥＤ照明に更新したことなどにより、暮らしやすい快適な生活

環境を整備することができました。 

 

 産業の分野に関する施策については、企業活動の活性化に向け、市民の創業を支援す

る「あつぎ起業スクール」の開催や、「企業誘致」による市民の雇用機会の拡大と地域経済
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の活性化、中小企業の経営基盤の安定化や市場競争力の強化を図る「中小企業診断士

の巡回訪問」、設備投資や特許等の取得に対する補助等を行い、商業の活性化や中小企

業の持続的な成長、雇用の創出に向けた取組を推進することができました。 

 また、魅力ある観光地づくりに向け、豊かな自然を活用した「健康づくり大学」や「森林セラ

ピー体験」の実施、近隣自治体や関係団体と協働した「観光プロモーション」を実施したほ

か、温泉やハイキングコース等の本市の魅力をＰＲするイベントなどを実施し、地域資源をい

かした観光振興を図ることができました。 

 さらに、都市農業や林業の振興に向け、「都市農業支援センター」の開設による新たな担

い手の育成や、「新規就農者」の生活の安定や営農定着の支援、野生鳥獣による農作物

被害を軽減するための「電気防護柵」の設置を支援したほか、持続的な森林資源の循環を

図るため、間伐材の搬出や活用を支援するとともに、地元産木材の利用促進を図ることが

できました。 

 

 労働の分野に関する施策については、就労支援や中小企業の労働環境の向上に向け、

働く意欲のある「高年齢者の継続雇用」と「企業の人材不足解消」を支援するとともに、ハロ

ーワークと連携した「障がい者雇用」の促進や勤労者のための「ナイター法律相談」等を実

施し、安心して働くことができる環境づくりを推進することができました。。 

 

 今後も、地域特性をいかした産業集積、農林業を推進し、商工業の活性化に取り組むとと

もに、誰もが快適に移動しやすい環境を整備し、活気にあふれたにぎわいと魅力のあるまち

づくりを推進していきます。 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 都市  

基本施策 １ 

活力ある中心市街地の実現 

中心市街地の魅力や利便性の向上を図り、歩いて楽しいまちを実現

します 

施策の 

基本方針 

１ 総合的な都市機能の向上 

２ 中心市街地の交通環境の整備 

３ まちの魅力創出の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・商業フロア、子育てフロア、貸館フロアからなる官民複合施設「アミューあつぎ」

を整備 

・交通結節点の機能強化等を図るため、本厚木駅南口に「駅前広場や再開発ビル」

を整備 

・中町第２－２地区において、中心市街地の中核拠点となる、図書館、（仮称）未来

館、市庁舎などで構成する「複合施設」の整備を推進 

・「B-1 グランプリ in あつぎ」や「あつぎ国際大道芸」を開催し、まちのにぎわい

を創出 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｃ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「中心市街地の活性化が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２７．１％ ４０．０％ ５０．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

中心市街地活性化イベント 

来場者数 

１０８千人 １９４千人 ３２８千人 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「中心市街地の魅力や利便性が向上している」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５０．９％ ５６．０％ ５３．３％ ９５．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

アミューあつぎにおける 

あつぎ市民交流プラザの 

利用者数 

３７１，０００人 

（H26年度予測値） 

４３６，０００人 ※３４９，０３８人 

（R1 年度） 

８１．２％ 

（R1 年度） 

中心市街地の歩行者数 

（中心市街地６地点の 

歩行者数） 

７０，８９６人 

（H25 年度） 

１２８，０００人 ※１０９，８３６人 

（R1 年度） 

９０．８％ 

（R1 年度） 

中心市街地の活性化 

イベント来場者数 

３２２，０００人 

（H25 年度） 

４２８，０００人 ※３６２，０００人 

（R1 年度） 

８８．７％ 

（R1 年度） 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 都市  

基本施策 ２ 
地域特性をいかした魅力あるまちの実現 

地域の特性をいかしたまちづくりを進めます 

施策の 

基本方針 

１ 新たな産業拠点の創出と地域の活性化 

２ 地域に合った計画的な土地利用の推進 

３ 厚木市景観計画の推進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「企業誘致」を促進するため、森の里東地区、酒井地区等における土地区画整理事

業を推進 

 ※森の里東（Ａ工区：操業開始、Ｂ工区：整備完了・一部操業開始、Ｃ工区：令

和５年度整備完了予定）、酒井地区（令和６年度整備完了予定） 

・人口減少・超高齢社会においても持続可能な都市づくりや地域に合った計画的な

土地利用を推進するため、厚木市都市計画マスタープラン、厚木市交通マスター

プラン、厚木市コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画を策定 

・人に優しく景観に配慮した快適で魅力ある街並みを創出するため、「都市サイン」

を整備 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
― ― ― ― ― ― 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「計画的な土地利用による魅力的な拠点づくりが進んでいる」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

３６．１％ ５５．０％ ３７．５％ ６８．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

企業立地制度適用件数 ５件 

（H25 年度） 

６件 ３件 ５０．０％ 

森の里東土地区画整理 

事業先行地区の産業 

用地創出面積（累計） 

― 

（H26 年度に事業

着手したため） 

１５．２ha １５．２ha １００．０％ 

厚木市民意識調査で、優先

的に取り組んでほしい施策と

して「魅力ある都市景観の創

造」と回答した人の割合 

３２．９％ 

（H25 年度） 

３５．０％ ２６．５％ ７５．７％ 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 道路・交通  

基本施策 ３ 
快適生活空間の実現 

市民が暮らしやすい快適な生活環境を整備します 

施策の 

基本方針 

１ 安全で快適な生活環境の向上 

２ 市民や企業の活動を支える交通環境の充実 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・地域住民の生活に悪影響を及ぼす「空き家」の解消に向けた補助を実施 

・圏央道の有効活用や物流の効率化による地域経済の活性化を図るため、「厚木 PA

スマートインターチェンジ」を整備 

・タクシー事業者が購入するユニバーサルデザインタクシーの費用の補助等による

「地域公共交通」の充実、利便性の向上 

・本厚木駅周辺の浸水被害を軽減するため、あさひ公園地下に「雨水貯留施設」を

整備 

・住所の混乱や不便を解消する「住居表示」を実施 

・快適な日常生活や効率的な経済活動を支えるため、「厚木環状３号線」の整備促進 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民が暮らしやすい快適な生活環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３５．４％ ４４．０％ ５２．５％ １００．０％ 

「市民や企業の活動を支える交通環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

３３．９％ ４４．０％ ５５．６％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

公共下水道雨水管整備率 ６５．７％ ７０．０％ ６７．９％ ９７．０％ 

平日混雑時平均旅行速度 ２０．２㎞/h ２３．０㎞/h ２３．８㎞/h １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民が暮らしやすい快適な生活環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５２．５％ ６０．０％ ６３．３％ １００．０％ 

「市民や企業の活動を支える交通環境が整備されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

５５．６％ ６０．０％ ６１．２％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

公共下水道雨水管整備率 ６７．５％ 

（H25 年度） 

７０．０％ ６９．１％ ９８．７％ 

平日混雑時平均旅行速度 ２３．８㎞/h 

（H26 年度） 

２４．３㎞/h ２６．８㎞/h １００．０％ 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 産業  

基本施策 ４ 

企業・商業活動が活発なまちの実現 

商工業を始めとする企業活動の活性化を図り、企業の誘致を推進し

ます 

施策の 

基本方針 

１ 魅力と特色ある商業活動への支援 

２ 創業、企業支援の充実 

３ 企業ブランド化の推進 

４ 活力ある企業の誘致促進 

５ ロボット産業の集積 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業を支援するため、「あつぎ中

小企業応援交付金」を実施 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内商業店舗を支援するため、「がん

ばれ商店会応援補助金」、「にぎわいカムバック市内商業店舗応援事業」、「あつぎ

飲食店応援電子商品券事業」、「あつぎ生活応援キャッシュバック事業」を実施 

・子育て世帯が、サポーター店舗から割引やサービスが受けられる「子育てパスポ

ートＡＹＵＣＯ」事業を実施 

・「さがみロボット産業特区」を活用し、産学公連携及び企業間連携を推進 

・中小企業の円滑な「事業承継」を支援 

・市民の創業を支援する「あつぎ起業スクール」を開催 

・市民の雇用機会の拡大及び地域経済の活性化を図るため、奨励措置で積極的に「企

業を誘致」 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域経済の活性化が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

１８．５％ ４０．０％ ４５．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

卸売業・小売業の 

年間販売額 

１兆１，２２０億円 

（H19 年度） 

１兆１，３６０億円 

※H24 年調査分 

９，０４７億円 ７９．６％ 

従業者数（製造業） １９，０６９人 

（H18 年度） 

１９，２６０人 

※H24 年調査分 

１７，７１０人 ９２．０％ 

製造品出荷額等 ６，８２５億円 

（H18 年度） 

６，８４０億円 

※H24 年調査分 

６，０５２億円 ８８．５％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「地域経済の活性化が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４５．９％ ５５．０％ ４９．９％ ９０．７％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

卸売業・小売業の 

年間販売額 

９，０４６億円 

（H24 年） 

１０，０３８億円 

※R2 年 

１１，９６４億円 １００．０％ 

製造業の事業所数 ３４９事業所 

（H24 年） 

３６０事業所 

※R2 年 

３０６事業所 ８５．０％ 

製造業の従業員数 １８，４０５人 

（H24 年） 

１９，０００人 

※R2 年 

１９，７１０人 １００．０％ 

企業立地制度適用件数 ５件 

（H25 年度） 

６件 ３件 ５０．０％ 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 産業  

基本施策 ５ 
新たな戦略による観光のまちの実現 

地域資源や交通優位性をいかした観光を振興します 

施策の 

基本方針 

１ 広域観光の推進 

２ 観光情報の発信力強化 

３ 観光資源の活用と創出 

４ 地域活動への支援 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・観光関連事業者等を対象としたスキルアップ研修や外国語による案内表示の設置

など、訪日外国人も含めた受入環境を充実 

・多様なメディアを活用した効果的な「観光プロモーション」の実施 

・豊かな自然を活用した「健康づくり大学」や「森林セラピー®プログラム」の実

施 

・大山エリア、宮ヶ瀬エリア、丹沢大山エリアの自治体や関係団体と協働し、「観光

プロモーション」を実施 

・「厚木市まるごとショップ あつまる」で、市内の名産品などを販売・ＰＲ 

・観光拠点である「飯山白山森林公園」の機能を強化し、観光地として魅力向上を

図るための基本計画・実施計画を策定した。 

・「観光券の販売」や「クーポン券の配布」により、地域の観光消費を喚起 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「観光の振興が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２２．２％ ３２．０％ ７０．３％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年） 

目標値 

（H26 年） 
実績値 達成率 

年間観光客数 ３２０．８万人 ３６８．９万人 ３１１．９万人 ８４．５％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「観光によるまちづくりが進んでいる」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

７０．３％ ７６．０％ ５４．０％ ７１．１％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年） 

目標値 

（R2 年） 
実績値 達成率 

年間宿泊客数 ３４２，１２３人 ３６４，６００人 ※２９２，４７６人 

（R1 年度） 

８０．７％ 

（R1 年度） 

年間観光客数 ３，２００，１０２人 ４，５００，０００人 ※２，９４１，９７３

人 

（R1 年度） 

６８．４％ 

（R1 年度） 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 産業  

基本施策 ６ 
都市農業・林業をいかした地域産業の実現 

消費者に生産者の顔が見える都市農業や林業を振興します 

施策の 

基本方針 

１ 農地有効利用の推進 

２ 地産地消の支援 

３ ６次産業化の推進 

４ 鳥獣被害対策の推進 

５ 林業への支援 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「都市農業支援センター」を開設し、新たな担い手の育成 

・「新規就農者」の生活の安定や営農定着を支援 

・野生鳥獣による農作物被害を軽減するため、「電気防護柵」などの設置を支援 

・「耕作放棄地」の再生利用を支援 

・農地の有効利用と営農継続を推進するため、「体験型農園」の開設を支援 

・「市民朝市」及び「夕焼け市」を実施し、消費者に生産者の顔が見える関係を築く

とともに、地産地消の拡大等を図る 

 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「都市農業や林業の振興が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

１６．９％ ４０．０％ ４６．３％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

認定農業者数 ６６経営体 

（H19 年度） 

７８経営体 ６５経営体 ８３．３％ 

朝市・夕焼け市の来場者数 １３．３万人 

（H19 年度） 

１５万人 ９．７万人 ６４．７％ 

防護柵設置キロ数 ６．９㎞ 

（H20 年度） 

２５㎞ 

※H23 年度 

２５㎞ １００．０％ 

森林ボランティア参加者数 １６９人 

（H19 年度） 

１，０００人 ３９５人 ３９．５％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「都市農業や林業の振興が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４６．３％ ５６．０％ ４３．２％ ７７．１％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

厚木市都市農業支援 

センターにおける支援件数 

１８０件 

（H26年度予測値） 

１，４００件 １，６４５件 １００．０％ 

朝市・夕焼け市の来場者数 ７１，９００人 

（H25 年度） 

１００，０００人 ※５７，９３０人 

（R1 年度） 

６１．０％ 

（R1 年度） 

有害鳥獣による農作物 

被害額減少率 

６０．６％ 

（H25 年度） 

７０．０％ ８９．１％ １００．０％ 

間伐材の搬出量 ４４㎥ 

（H25 年度） 

６５０㎥ ６７７㎥ １００．０％ 
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Ⅳ 快適政策 にぎわいあふれる、快適で利便性の高いまちづくり 

 

分 野 労働  

基本施策 ７ 
安心して働くことができる社会の実現 

求職者への就労支援や中小企業の労働環境の向上を図ります 

施策の 

基本方針 

１ 就労支援と勤労者相談の充実 

２ 勤労者の福利厚生支援 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・働く意欲のある「高年齢者の継続雇用」と「企業の人材不足解消」を支援 

・ハローワークと連携した「障がい者雇用」の促進 

・勤労者のための「ナイター法律相談」等の実施 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「勤労者の職場環境や福利厚生が改善されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

１６．２％ ２２．０％ ４１．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

各種相談事業参加者数 １３４人 ３２０人 １３１人 ４０．９％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「就労・雇用環境の改善が図られている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４１．９％ ５６．０％ ４１．５％ ７４．１％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

市内事業所に勤務する 

従業員数 

１４１，５１１人 

（H24 年） 

１５０，５５０人 

※R2 年 

１４７，９０６人 ９８．２％ 

（公財）厚木市勤労者福祉 

サービスセンター加入者数 

４，９５２人 

（H25 年度） 

５，８００人 ５，２００人 ８９．７％ 
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まちづくりの目標５ 

市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営の元気なまち 

（分野：行政経営） 

 市民のだれもが、まちづくりに積極的に参加することができる環境を整備するために、行政

情報を広く提供するとともに、市民と行政との協働を基本とした、ひらかれた行政経営を推

進します。 

 また、効果的、効率的な行財政運営や広域的な都市間連携を進めるとともに、多くの人

から認められ、選ばれる都市ブランドを創造し、まちの魅力を発信します。 

 

 

まちづくりの目標５における主要な成果 

 「市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営の元気なまち」の実現に向け、行政経営の

分野における施策を推進してきました。 

 

 行政経営の分野に関する施策については、地域の魅力をいかした都市イメージの確立を

目指し、市マスコットキャラクター「あゆコロちゃん」を活用した各種プロモーションや「ＯＥＣフ

ード」による市内外への街の魅力の発信など、戦略的なシティプロモーションを展開すること

ができました。 

また、市民参加・市民協働の推進に向け、「市民協働推進条例」に基づく、市民等と行政

が協働して地域課題解決に向けた取組を推進するとともに、市民活動団体との協働による

「市民協働提案事業」を実施したことにより、市民協働によるまちづくりを進めることができま

した。 

さらに、「県央相模川サミット」などの近隣市町村と共通課題の解決に向けた取組や、公

共施設の相互利用等を実施し、市民サービスの一層の向上を図ることができました。 

 

 今後も、市民・事業者・行政がこれまで以上に連携を深め、市民力の一層の向上に取り

組むとともに、まちづくりを「自分ごと」として捉え、誰もがまちづくりの主役になれる環境を整

備し、積極的に行動できるまちづくりを推進していきます。 
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Ⅴ 信頼政策 市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営のまちづくり 

 

分 野 行政経営  

基本施策 １ 
あつぎの魅力の創造と発信 

市民が誇れるまちを目指します 

施策の 

基本方針 

１ シティプロモーションの取組 

２ まちへの愛着と誇りの醸成 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会におけるニュージーランドの

ホストタウンとして、「歴史・文化」「農業・食文化」「スポーツ」「キャンプ」「教

育」の五つの交流計画を中心とした幅広い交流を推進 

・「親元近居・同居住宅取得等」を支援し、若年世代の転入を促進 

・「あゆコロちゃん」や「ＯＥＣフード」などでまちの魅力を市内外にアピール 

・厚木市公式ハッシュタグ「#niceatsugi」による、あつぎの魅力の発信 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ａ Ａ Ａ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「あつぎブランドの創造・発信が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２６．７％ ３５．０％ ６５．８％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

あつぎブランドの認定数 ― ２５件 ４２件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「あつぎブランドの創造・発信が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

６５．８％ ７２．０％ ４８．８％ ６７．８％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

あつぎブランド認定数（累計） ３９件 ５２件 ５５件 １００．０％ 

厚木市民意識調査で「厚木

市にずっと住み続けたい」又

は「できれば住み続けたい」

と回答した人の割合 

７２．１％ ８０．０％ ７３．２％ ９１．５％ 
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Ⅴ 信頼政策 市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営のまちづくり 

 

分 野 行政経営  

基本施策 ２ 
市民参加・市民協働の推進 

誰もが共感できる協働都市を目指します 

施策の 

基本方針 

１ 自律した自治の推進 

２ 市民参加・市民協働の仕組みづくり 

３ 市民への積極的な情報提供 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・市民相互のふれあいや交流を深め、市民自治のシンボルとするため、「市民ふれあ

い都市」を宣言 

・市民協働推進条例の制定等により、市民等と行政が協働して地域課題解決に向け

た取組を推進 

・市民活動団体との協働による「市民協働提案事業」を実施 

・本厚木駅北口・南口、愛甲石田駅に「デジタルサイネージ」を設置し、情報発信

を強化 

・誰もが利用しやすく、生活に役立つシステムとして「マイタウンクラブ」をリニ

ューアル 

・「行財政改革」と「市民参加・市民協働のまちづくり」を推進し、「経営革新度日

本一」の評価 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民協働による行政運営が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２０．６％ ３０．０％ ４２．１％ １００．０％ 

「積極的な情報公開が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２９．２％ ４０．０％ ４６．１％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

市ホームページへの 

アクセス数 

１５１．１万件 

 

１７９．６万件 １６６．７万件 ９２．８％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「市民協働による行政運営が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４２．１％ ５７．０％ ５２．３％ ９１．８％ 

「積極的な情報公開が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４６．１％ ５５．０％ ４８．５％ ８８．２％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

市民対話等要望対応率 ７８．６％ 

（H21～25 年度の平均値） 

８１．０％ ８０．０％ ９８．８％ 

市ホームページの 

アクセス件数 

９７１．３万件 

（H25 年度） 

１，０７５万件 １，９６８．５万件 １００．０％ 
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Ⅴ 信頼政策 市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営のまちづくり 

 

分 野 行政経営  

基本施策 ３ 
行財政改革の推進 

経営感覚を重視した行財政運営を推進します 

施策の 

基本方針 

１ 行政改革の推進 

２ 健全な財政運営 

３ 適正な公共施設管理 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・「ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）」などの新技術を導入し、

業務効率化を推進 

・「電子ペーパー端末」を導入し、事務の効率化、ペーパーレス化を推進 

・マイナンバーカードを活用した、市役所や全国のコンビニでの「住民票等の自動

交付サービス」を実施 

・税などの「収納対策の強化」の推進 

・「広告事業」などによる自主財源の確保 

・「施設の維持管理費や委託料などの見直し」などによる歳出の削減 

・「行財政改革」と「市民参加・市民協働のまちづくり」を推進し、「経営革新度日

本一」の評価 

・公共施設最適化基本計画に基づき、公共施設の複合化、集約化、民営化等の取組

を推進 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ａ Ａ Ａ Ａ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｂ 

 

  

+ 



  78  

 

■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「行財政運営が効率的に行われている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

２０．５％ ３０．０％ ４６．９％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H19 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

市債現在高 ９１６．０億円 ８２２．４億円 ８４１．７億円 ９７．７％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「行財政運営が効率的に行われている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４６．９％ ５５．０％ ４５．３％ ８２．４％ 

《代表となる指標》 

指標名 現状値 
目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

第６次行政改革の推進度 ― 

（H27 年度から取

組開始のため） 

１００．０％ ５０．０％ ５０．０％ 

プライマリーバランスの 

黒字堅持 

０円以上 

（H25 年度） 

０円以上 ０円以上 １００．０％ 
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Ⅴ 信頼政策 市民の信頼に応える、ひらかれた行政経営のまちづくり 

 

分 野 行政経営  

基本施策 ４ 
都市間連携の推進 

都市間連携による相互の発展と市民サービスの向上を目指します 

施策の 

基本方針 

１ 広域的課題に対応する都市間連携の推進 

２ 他都市との交流促進 

 

■ 第９次総合計画における取組 

・沖縄県糸満市と友好都市を締結し、平和学習等を実施 

・周辺自治体と連携し、丹沢・大山、宮ヶ瀬エリアの活性化に向けた「広域観光イ

ラストマップ」を作成 

・周辺自治体と共通課題の解決や広域的な連携を目的として、「県央相模川サミッ

ト」を開催 

・愛川町、清川村との連携による「公共施設の相互利用」 

・近隣市町村との「図書館相互利用」の実施 

 

■ 施策評価における総合評価の推移 

【第１期基本計画】 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

総合 

得点 
Ｂ － Ｂ Ａ Ａ Ａ 

【第２期基本計画】 

年度 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 

総合 

得点 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 

 

  

+ 
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■ 施策の達成目標の実績 

【第１期基本計画】 

《市民満足度》 

「都市間の連携が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H20 年度） 目標値（H26 年度） 実績値 達成率 

１８．９％ ２９．０％ ４８．４％ １００．０％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H20 年度） 

目標値 

（H26 年度） 
実績値 達成率 

都市間連携の実施件数 ２４件 ３０件 ４４件 １００．０％ 

 

【第２期基本計画】 

《市民満足度》 

「都市間の連携が推進されている」と思う市民の割合 

現状値（H26 年度） 目標値（R2 年度） 実績値 達成率 

４８．４％ ５５．０％ ４３．７％ ７９．５％ 

《代表となる指標》 

指標名 
現状値 

（H25 年度） 

目標値 

（R2 年度） 
実績値 達成率 

都市間連携の実施件数 ４４件 ５０件 ４８件 ９６．０％ 

国内友好都市などとの 

交流活動等件数 

１１件 ２４件 ※２２件 

（R1 年度） 

１００．０％ 

（R1 年度） 
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総合計画審議会からの意見 

 第９次厚木市総合計画は、まちづくりを総合的、計画的に進めるための羅針盤とし

て、子育て、福祉、安心・安全、教育、環境、都市整備などの様々な分野に及ぶまち

づくりの方向性を定めたものであり、多くの市民の想いが込められている。本審議会

としても、その市民の想いを実現させるため、毎年の施策評価において市民目線での

評価・検証を行い、より良いまちづくりの一助となるよう、様々な角度から意見や提

言をしてきた。その結果、市では多様化する市民ニーズに対応すべく、きめ細かく施

策に取り組んだことにより、将来都市像の実現に向け着実に計画を進めることができ

たものと考える。 

 第９次総合計画の計画期間 12 年間を振り返ってみると、子育て環境の充実に向け

ては、子ども医療費助成を中学校卒業までに拡大するとともに、待機児童対策や保育

環境の整備等に率先して取り組んだことにより、共働き子育てしやすい街ランキング

で常に上位にランクインするなど、「子育て環境日本一」に向けて確実に成果が表れ

ている。また、安心・安全の分野では、市民協働で安心・安全なまちづくりを進めた

ことにより、WHO（世界保健機関）が推奨する国際認証である「セーフコミュニティ」

の認証を国内３番目に取得。刑法犯認知件数は約７割、交通事故件数は約６割減少す

るなどの大きな成果が得られている。さらに、誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮

らしを人生の最期まで続けることができる「地域包括ケア社会」の実現を目指し、子

育て、教育、就労、ハード整備等において、福祉の視点で分野横断的に取組を推進し

てきたほか、商業、業務、居住などの複合的な都市機能の集積による駅周辺の魅力向

上に向けた「本厚木駅南口の整備」や、「森の里東土地区画整理事業」による新たな産

業拠点の創出など、今後のまちづくりを進める上で重要となる事業に積極的に取り組

んできた。 

 計画の終盤となる令和元年度及び令和２年度にあっては、新型コロナウイルス感染

症が拡大し、施策を推進する上では非常に困難な状況であったが、創意工夫を重ねな

がら事業を実施するなど、一定の成果が挙げられたものと評価する。 

 市民満足度について、第１期基本計画の最終年度である平成 26 年度では、全ての

項目において平成 20 年度の現状値より満足度が上昇し、34 項目中 29 項目で目標値

を達成した。第２期基本計画では、年度によって上昇下降を繰り返しながら満足度を

維持してきたが、令和２年度目標値を達成したのは 37 項目中３項目に留まる結果と

なった。常により良い成果を求めて、高い目標値を設定していたことに加え、第９次

総合計画の最終年度に当たる令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の拡

大により、公共施設の利用休止や事業の中止・縮小など、コロナ禍での施策展開を余

儀なくされ、非常に厳しい環境であったと推察する。しかし、そのような状況の中で

あっても、25 項目で 80％以上の達成率となったことは、市民の皆様のニーズにおお

むねこたえることができたものと評価する。 

 また、代表となる指標については、83 指標中 31 指標が新型コロナウイルス感染症

の影響を受ける結果となったものの、コロナ禍において実施することができた施策に
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おいては、目標値に対する達成率の平均が 93.5％と高い割合となったことは、関係者

のたゆまぬ努力の成果であったと考える。 

 こうしたことから、第９次総合計画については、おおむね計画どおりの成果を得る

ことができたものと考えられるが、基本施策「安心して働くことができる社会の実現」

や「あつぎの魅力の創造と発信」など、一部不十分な点も見られた。市の取組を確実

に推進することはもとより、市民の皆様に必要なものが何かを見極め、時宜にかなっ

た施策を推進する必要がある。 

 第 10 次総合計画の推進に当たっては、今後も続くと見込まれる新型コロナウイル

ス感染症の影響のほか、SDGs やカーボンニュートラルなどの世界規模での取組、デジ

タル化の推進など、目まぐるしく変化する社会・経済環境への対応が求められる。 

 これらの時代の変化に柔軟に対応するため、これまで積極的に進めてきた市民参

加・市民協働を更に推し進め、将来都市像「自分らしさ輝く希望と幸せあふれる元気

なまち あつぎ」の実現に向け、六つのまちづくりのビジョンに基づき、確実に施策

の推進が図られることを期待する。 

 

まとめ 

 平成 21 年度からスタートした第９次厚木市総合計画の 12 年間においては、少子高

齢化の進展や人口減少社会の到来、地震や台風等の自然災害の激甚化、環境問題の深

刻化、情報通信技術の進展等による経済・産業構造の変化、市民ニーズの高度化・多

様化、さらに、新型コロナウイルス感染症拡大とそれを契機とした新しい生活様式へ

の移行など、本市を取り巻く社会・経済環境が大きく変化した。 

 本市では、こうした変化や時代の流れに的確に対応しながら、将来都市像「元気あ

ふれる創造性豊かな協働・交流都市 あつぎ」を実現するため、市民参加・市民協働

によるまちづくりを進めるとともに、五つの基本政策に基づく様々な施策を展開して

きた。 

 特に、第９次総合計画の総仕上げとなる第４期実施計画では、将来を見据えた長期

的な視点や市民ニーズを踏まえ、「人口の将来展望を実現する地方創生の推進」、「誰

もがいきいきと生活できる地域包括ケア社会の実現」、「将来にわたって活力あるまち

であり続けるための都市基盤整備の推進」、「防災・減災対策の強化による安心・安全

の推進」、「2020 年東京オリンピック・パラリンピックを契機としたレガシーの創出」、

「中心市街地の魅力や利便性の向上」の六つを重点プロジェクトとして位置付け、保

育士や幼稚園教諭などの専門職の人材確保、コミュニティ交通の導入、新たな産業拠

点を創出する森の里東地区と酒井地区の土地区画整理事業、局地的集中豪雨による浸

水被害の軽減を図る雨水貯留施設の整備、国際社会で活躍できる人材を育成する英語

教育の推進、魅力ある駅周辺の顔づくりに向けた本厚木駅南口の再開発事業、中町第

２－２地区における中心市街地の新たな中核拠点となる複合施設の整備推進など、持

続可能で発展し続ける都市を目指し、五つの基本政策を横断的に推進することにより、

将来都市像を実現することができた。 
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第９次総合計画の推進に当たっては、施策の成果を明確にするための指標として

「市民満足度」と「代表となる指標」を設定し、毎年度、目標に対する達成状況など

について検証を行い、より一層の市民満足度の向上や効果的・効率的な行政運営に取

り組んできた。 

 市民満足度については、第９次総合計画スタート前の平成 20 年度の現状値と計画

最終年度である令和２年度を比較すると、34 項目中 33 項目で満足度が上昇する結果

となり、市民が望むまちづくりを進めることができた。しかしながら、第２期基本計

画期間中は、一定程度の満足度を維持できているものの、ほぼ横ばいで推移している

ことから、市民が真に望むものが何かを的確に捉え、市民が一層施策の効果を実感で

きるよう、更に踏み込んだ展開が求められる。 

 また、代表となる指標については、第１期基本計画では全 55 指標の５割を超える

30 指標で目標を達成することができ、目標値に対する達成率の平均は 88.0％となっ

た。第２期基本計画では、新型コロナウイルス感染症により 83 指標中 31 指標が影響

を受け、目標を達成した指標は 24 指標と第１期基本計画より減少したものの、コロ

ナ禍の影響を受けなかった指標の目標値に対する達成率平均は 93.5％と第１期基本

計画よりも高い成果を得ることができた。施策の効果が最大限に発揮できるよう進行

管理を行いながら、より高い成果を目指し、目標値の上方修正など、常に改善を行っ

てきた結果であり、おおむね計画どおりの成果を挙げることができた。 

第９次総合計画では、令和２年の人口目標を 230,000 人とし、子育て支援の拡充や

中心市街地の再開発、高規格幹線道路等の開通に伴う開発需要をとらえた施策等を推

進するとともに、平成 28 年に「厚木市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、

人口減少を克服するための施策を展開してきた。その結果、令和３年 12 月に公表さ

れた国勢調査の結果によると、令和２年 10 月１日現在の人口は 223,705 人となり、

施策の効果が十分に発現するまでには至らなかったが、今後においても、急激な人口

減少による活力低下を防ぐため、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に、

様々な視点から総合的かつ計画的にまちづくりを進める必要がある。 

第 10 次総合計画では、第９次総合計画の成果と課題を踏まえ、市民の意識の変化

と取組の重要性に鑑み、「安心・安全」に係る取組を「命、財産を守り抜くまち」とし

て独立させ、六つのまちづくりのビジョンにより施策を展開するとともに、中長期的

な視点に「地域包括ケア社会の実現」、「SDGs の達成」を位置付け、「安心・安全に暮

らせるまち」、「誰もが快適に移動でき、地域で暮らし続け、働き続けることができる

まち」、「デジタル化の推進及び自然環境と共生した持続可能なまち」の三つを重点項

目として分野横断的に取組を推進していくこととした。 

第９次総合計画において協働によるまちづくりの土台が整った中、今後も引き続き、

新たな将来都市像「自分らしさ輝く希望と幸せあふれる元気なまち あつぎ」の実現

に向け、全ての人が多様性を認め合いながら安心して暮らせ、自然や文化、産業など

の魅力ある資源を最大限にいかした、将来にわたって活気にあふれるまちを、市民・

事業者・行政が一体となって創り上げていかなければならない。 
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